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2018年12月19日(水)

点 鐘 会長 宮間 文夫

ソ ン グ 手に手つないで

会長挨拶 会長 宮間 文夫

幹事報告 幹事 大越 将司

プログラム

夜間移動例会（はせ川にて）

なし

宮間 文夫 会長

皆さん、こんにちは。いかがお過ごしでしたでしょうか？

このところ、急に冬らしくなってまいりましたね。

アイススケートでは、日本の女子選手が優勝しました。

オリンピックには、年齢制限で出場出来ずに、同じ年の選手が金メ

ダルを取った。その金メダルを取った選手を破って、最高得点で優

勝したというのは、嬉しかったことでしょう。

水泳でもバタフライで世界新記録を出して、日本の選手が強い選手

に勝って優勝と、日本の若者がすばらしい活躍をしています。

さて、本日は我大網ロータリークラブの大塚会員が「会員増強について」と題しまして、会員卓話をして

いただくという事でどうぞ宜しくお願いします。

それでは、会員の皆様におかれましては、ご自愛下さいますように！

そして、今年最後の昼の例会です。1年間ご協力ありがとうございました。

長谷川 正行 会員

Ｓ１５（１９４１）１２.１

お誕生日おめでとうございます。

皆さんこんにちは！

以前、８月２５日に千葉市問屋町のホテルにて行われました“会員

増強・維持拡大セミナー”に参加しました際に聞きましたこと、私

が感じましたことを、皆さんにお話ししようとしましたが卓話の時

間を圧迫しそうでしたので、途中で打ち切りました。その時の用紙、

多分捨ててしまったのか見当たりませんでしたので思いだしながら

書き綴ってまいりました。

そのセミナーの流れとしましては、まず増強委員長の櫻井さんの挨

拶、銚子ＲＣの信太会員の講演、館山から別の会合を終えて駆け付けたガバナーの挨拶、そして最後にテー

ブルディスカッション、の順でした。

まず冒頭、櫻井委員長の言葉に私はすこし驚きました。

「今、皆さんのクラブに於いても、会長・幹事に於いても、最優先課題は会員増強です。」

その理由は、「現在ロータリーでは毎年５～１０％の会員減少があり、何も策を講じなければ理論上１０年
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✣ クラブよりお知らせ ✣ 

2018年12月5日（水）の理事会に於い

て、下記の通り審議決定致しましたので、

ご報告させて頂きます。

大網ロータリークラブホームページ上

部メニューに「お知らせ」を追加させて

頂きました。

追加料金→10,000円

ホームページ上部メニューの「お知ら

せ」をクリックし開きますと、子ども食

堂開催の記事が掲載されておりますの

で、会員の皆様も是非ご覧下さい。

＜大網RC 1月例会予定＞

①1月9日（水）通常例会 理事会開催

・奨学金授与式 ナディーシャさん

・誕生祝 清宮建治会員、堀本孝雄会員

西岡 毅会員、山岸健一会員

石田英世会員

・会員卓話 矢部慎一会員

☆1月10日（木）～1月17日（木）

スリランカ訪問

＜参加者名＞

髙山義則会員・板倉孝雄会員

石田英世会員

②1月16日（水）通常例会

会員卓話 四之宮由己会員

③1月23日（水）通常例会

古山豊先生

※プロジェクター準備

④1月30日（水）休会

で消滅してしまうからです」と聞いて納得。

かつて私どもがチャーターメンバーとしてスタートした際には１２万を超える数だったと記憶しておりま

すが、現在は９万を切り８万９千人台まで減っているようです。

次は銚子ＲＣの名物会員の信太会員の講演です。

まずはご自分の生い立ちから始まり、仕事上の営業に於いても会員増強に於いても共通する心得のようなも

のをいくつかお話しくださいました。

いろいろ面白おかしく聞かせていただいたその中で、私が感心しましたのはＳＯＳ話法です。

皆さんなんのことだと思いますか？ヒントは“あーこの人は私の意見・考えに共感している”と思わせる話

法です。

Ｓ： すごいですね！

Ｏ： おどろきました！

Ｓ： さすがですね！

そのターゲットとなる人の前では“何が本当のことかはどうでもよい事、ほんとうのことに意味はない！”

と何度も言い切っておりました。ゴルフの話、お子さんやお孫さんの話、商売の話、ちょっとでも自慢話的

な話が出ましたら即ＳＯＳの登場です。

どうぞ相手の方を徹底的に良い気持ちにさせて増強につなげていただければと思っております。

次はガバナーの挨拶ですが要約すると、“できるだけ若い方を勧誘していただきたい”と言うことだと思い

ます。会員減少の要因の中には高齢者の要介護状態による休会や退会、物故会員も多く含まれていることで

しょうから、長期に安定した会員数を維持するには当然！と思う反面、それには受け入れ態勢を大きく整え

る必要があると思っています。

そして最後に１０名ほどのグループに分かれてのテーブルディスカッションです。皆さんからそれぞれのク

ラブの現状などを聞かされて、“あー今、ロータリーには大きなうねり、というか大きな流れができている”

ように感じました。

そのー１、 毎月の例会を隔週開催にする動き。

そのー２、 昼間の例会を夜間に切り替える動き。

そのー３、 入会金の廃止、年会費の減額する動き。

これらの動きは増強委員長やガバナーの強く推奨する２０代から４０代の若者を多く勧誘しようとしまし

たら益々加速されていく動きではないかと感じております。いや、加速させなければ勧誘は無理だと思いま

す。

それらの若者と言いましたらどこの会社におきましても最前線の現場で仕事をする方たちです。夏の時期な

ど肌着は汗でびっしょり、靴を脱ごうものなら半径１０メールくらいに異臭を放つ靴下の臭い。そんな状況

でランチタイムにちょっと抜け出して例会に出席とはなかなかできないのではないでしょうか？

そんなことを考えながらセミナーから帰ってまいりましたら、お隣の東金ビューさんの事が気になったので

家に着いて早速ホームページを覗いてみました。

○例会は第１，３，５の木曜日

○開催時間は午後７時から９時、東金市の八鶴館にて開催

○年会費は１２万

と、もう既に改革済でした。さすがビューさんはフットワークが軽いですね、びっくりしました。

そこで更にライバル関係にあるライオンズはどうしているのか気になりましたので、友人に電話で聞きまし

たら

○ 例会は隔週で木曜日開催

○ 例会時間は午後７時から９時、 大網アミリーのイオンホールにて開催

○ 会費は１３万

ということでございました。

以上のことから“会員増強と受け入れ態勢の整備”は表裏一体のような気がしてならないのですが、皆さん

はいかがお考えでしょうか？

でも、皆さんの中には違った思いもあることでしょう！？

○そんなのお前の思い違いだ！

○そんなの邪道だ！

とかあるでしょうが、実は２０１７年の４月に“ロータリー１００周年実行委員会”が日本全国のクラブ会

長に対し行ったアンケートがありまして、その回答の中に先ほど申しました、そのー１、そのー２、そのー

３が上位にランクしておりますことは紛れもない事実でございます。今や日本中のロータリークラブが改善

の必要性を認識していることだということに気付いていただければ幸いです。

それから事務局よりＦＡＸにて送っていただいた新会員推薦用紙の提出がまだ１枚もされておりません、理

事の皆様、会長・幹事におかれましては皆さんにお手本となる行動を示していただけましたら幸いでござい

ます。


